
第３回「ＦＰ向上のための小論文コンクール」 
応 募 要 項 

 
１．趣旨 
日本 FP協会会員及びファイナンシャル・プランニングを学ぶ全国の学生を対象に、FPの実践報告、

FP向上や FP普及に関する提言などの小論文を募集します。 
入賞作品は、FP普及の参考資料として、FP向上のために広く役立てていくものです。 

 
２．主催 

 特定非営利活動法人 日本ファイナンシャル・プランナーズ協会 
 
３．応募資格（応募時） 

・日本 FP協会の個人会員。 
・AFP認定研修を受講している大学・短大生およびCFP®認定教育プログラムに対応する大学院の

学生。 
 
４．テーマ 

（１） FP実践報告 
日頃のファイナンシャル・プランナーとしての実務実践報告。顧客のスタイルや地域的な特徴に

よるプランニングの違い、個人としての FP提供や組織的な FP事業など、様々な実践事例。 
※ 協会の事業及び協会の経費で行っている活動は対象外とします。 

（２） FP向上に関する提言 
今後、生活者の金融リテラシーが高まっていくなかで、専門家である FPの知識、理論、技術、
倫理の向上をどのように図っていくべきか。 

（３） FP普及に関する提言 
生活者にもっと FPの有用性を知ってもらうために、今後何が必要なのか、できることは何か、
社会で FPを活かす方法などについて。 

 
５．賞 

最優秀賞 1編  （賞状と賞金 20万円） 
優 秀 賞 2編  （賞状と賞金 10万円） 
佳  作 若干編 （賞状と賞金 3万円） 

   ※各テーマを合わせて、応募作品全体から優秀な作品を選出。 
   ※該当作品なしの場合もあり。 
 
６．応募締切 

   2012年 2月 29日（水）消印有効 
 
７．発表 

   協会ホームページ、FPジャーナル等で発表。 
 
 
 



 
８．応募要領 

＊応募は個人によるものとし、1人1作品のみとします。 
＊１作品につき、 
・本文： 4,000字 ～ 6,000字程度まで。 

     [ 手書きの場合 ]  400字詰め原稿用紙10～15枚程度。 
     [ワープロの場合]  A4縦用紙に横書き、30字×40行（1,200字）で4～5枚程度。 

※写真・図表などは本文末にまとめて添付。文字数にはカウントしません。 
   ・要約： 400字程度。 

＊本文中の引用および添付資料については、出所（著者、書名、出版社、出版年、引用ページ、ホ

ームページ名・アドレス等）を必ず明記すること。 
＊所定の応募用紙（www.jafp.or.jp からダウンロード）に必要事項を記載し、添付すること。 

※本文冒頭1 行目に作品タイトル、2行目に氏名を記入。 
＊ワープロ作成で提出の場合は、CD-ROMなどの記録媒体も同時に提出。 

     ※データファイルはWordなどの一般的なソフトで読み取り可能なもの。 
＊作品は未発表で日本語で書かれたものに限ります。 
＊作品は理由を問わず返却しません。 
＊入選作品の著作権は協会に帰属します。 

 
９．個人情報の取り扱い 

本協会は本コンクールを通じて取得する個人情報を、本コンクールの実施・運営等に必要な範囲のほ

か次の(1)～(4)の範囲で、本協会の個人情報保護方針に従い、取り扱います。 
(1)本協会の運営及び会員に対する事業・サービスの提供に関連する業務 
(2)本協会の会員に対する業務委託会社、提携会社の事業・サービスの提供に関する業務 
(3)本協会の会員に対する調査及び事業・サービスの開発・研究 
(4)その他前３号に関連付随する業務 

 
 
《お問い合わせ・応募宛先》 
特定非営利活動法人 日本ファイナンシャル・プランナーズ協会 小論文コンクール係 
〒105－0001 東京都港区虎ノ門 4－1－28 虎ノ門タワーズオフィス５Ｆ 
E-mail： ed@jafp.or.jp （お問い合わせは、電子メールでお願いします。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 、CFP®、CERTIFIED FINANCIAL PLANNER®およびサーティファイド ファイナンシャル プランナー®は、米国外において

は Financial Planning Standards Board Ltd.（FPSB）の登録商標で、FPSBとのライセンス契約の下に、日本国内においては NPO
法人日本 FP協会が商標の使用を認めています。 


